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日
々
と
の
戦
い
に
一
先
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終
止
符
が
打
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本

日
々
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戦
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に
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が
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れ
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た
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史
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統
を
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継
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。
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高
校
生
と
の
職
場
体
験
学
習
及
び
意
見
交

換
会
は
令
和
４
年
１０
月
２８
日
に
鶴
岡
工
業
高

等
学
校
２
年
生
３４
名
の
生
徒
と
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
前
中
に
鶴
工
敷
地
内
で

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
測
量

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
青
年
部
員
指
導
の

も
と
測
量
機
器
の
据
付
・
計
測
方
法
に
つ

い
て
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
生
徒
全
員
が

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

測
量
学
習
終
了
後
は
、
鶴
岡
市
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
付
帯
施
設
新
築
工
事
と
鶴
岡

市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
施
設
見
学
に
お
い
て
は
、
鶴

岡
市
職
員
に
よ
る
説
明
を
受
け
、
普
段
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
生
徒
か
ら
の
質
問
な
ど
も
多
く
楽
し

ん
で
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
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若
手
就
業
促
進
者
か
ら

高
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業
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校
生
建
設
業
就
業
促
進

事
業
報
告

事
業
報
告

令和4年度令和4年度

企
画
政
策
委
員
会

副
委
員
長

斎
藤
　
直
樹

　

高
校
生
建
設
業
就
業
促
進
事
業
は
、
建
設

業
界
に
お
け
る
人
材
不
足
・
豊
富
な
知
識
や

経
験
を
持
つ
熟
練
世
代
の
高
齢
化
を
背
景

に
、
若
手
人
材
の
就
業
促
進
・
育
成
を
目
的

と
し
て
平
成
２７
年
度
よ
り
「
若
手
人
材
就
業

促
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
"
魅
力
あ
る
建
設
業
”
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
次
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

1�

鶴
岡
工
業
高
等
学
校
建
築
科
２
年
生
と

職
場
体
験
学
習
及
び
意
見
交
換
会
等
の

実
施

2�

高
校
生
及
び
中
学
生
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布

3�

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設

　

�

動
画
で
見
る
建
設
業
の
い
ろ
い
ろ
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
編
」の
作
成
・
パ
ン
フ
レ
ッ

建設業の、いろいろ。動画で見
る

完成まで ★ケーキ作りに例えると…

コンクリート打設編
［コンクリートで階段をつくる様子を紹介します］

発 注 者：国土交通省　東北地方整備局　酒田河川国道事務所
受 注 者：株式会社王祇建設
工 事 名：赤川松尾地区堤防質的整備外工事
工事内容：鶴岡市赤川かわまちづくり事業に伴う

「野球場・ソフトボール場の堤防階段（観覧席）の新設工事」

スマホやタブレットで下のQR
コードを読み取ると動画を再生
できます。

製造工場にコンクリートの打設日時・打設場所・コン
クリート配合・数量について連絡し出荷してもらい
ます。コンクリートの配合は呼び強度・スランプ・粗
骨材の最大寸法・セメントの種類などを言います。

生クリームの材料を
ボールに入れて…

好みの硬さになるまで
よく混ぜます。

［コンクリートの製造］

　動画で見る▶︎

［コンクリートの品質確認］
コンクリートは打込み前に規定の品質（スランプ・
空気量・単位水量など）を満足しているか確認し
試験に合格してから使用します。

［コンクリートの打込み、締固め］
品質確認後、コンクリートを打込みます。打込みや
締固め方法については細かい規定があり、気温・
温度・作業人数などもコンクリート打設において
は重要です。

［コンクリートの仕上げ］
今回の紹介動画は観覧席と階段を施工します。観
覧席は座りやすい仕上がり（金鏝仕上げ、ツルツ
ルした感じ）とし、階段は滑りにくい仕上がり（刷
毛引き仕上げ、ザラザラした感じ）にします。

［完成］
今回の観覧席は幅36ｍと広く、新型コロナ感染
拡大予防ガイドラインを参考とした基準となって
おり、ゆったりとくつろげる構造となっています。
是非ご利用ください。

▼

▼

▼

▼

▼
スポンジに
生クリームを
塗っていきます。

飾り付けを
して…

完成です。
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の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
題
材
に
山
形
県
職
員
・

青
年
部
現
役
技
術
者
か
ら
講
話
を
し
て
頂

き
、
最
後
に
高
校
生
と
若
手
技
術
者
と
の
意

見
交
換
会
と
い
う
内
容
で
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
若
手
技
術
者
と
の
意
見
交
換
会
は
就
職

や
進
学
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と

や
聞
き
た
い
こ
と
に
対
し
、
青
年
部
員
が
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
討
議
を
行
い
、
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
と
お
り
高
い
評
価
を
頂
き

ま
し
た
。

　

建
設
業
は
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
必
要

不
可
欠
な
産
業
で
す
。
建
設
業
が
持
続
的
に

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
、
働
き
方
改
革
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る

就
業
促
進
事
業
を
通
じ
て
"
魅
力
あ
る
建
設

業
”
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
地
元
建
設
業
の
活

性
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
事
業
に
対
し
て
御
協
力
頂
い

た
鶴
岡
工
業
高
等
学
校
建
築
科
の
皆
様
を
は

じ
め
、
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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依
然
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
地
域
の
美
化
活
動
の
大
切
さ
と
部

員
相
互
や
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
い
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、こ
の
事
業
の
活
動
に
際
し
ま
し
て
、

地
域
の
皆
様
方
、
大
山
小
学
校
様
、
関
係
各
位

様
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
改
め

ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の
大
山
橋
ま
で
の
約
８
０
０
ｍ
区
間
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
は
６
月
５
日
の
大
山
犬
祭
り
前
に

行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
今
年
は
大
山

小
学
校
の
３
年
生
の
皆
さ
ん
と
合
同
で
ゴ
ミ

拾
い
も
行
う
こ
と
と
な
り
、
若
干
時
期
を
ず

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
梅
雨
入

り
前
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
活
動
中
は
汗
を
か

く
ほ
ど
で
し
た
。

午
前
中
に
当
青
年
部
３０
名
が
草
刈
り
機
械

を
背
負
い
、
２
班
に
分
か
れ
て
河
川
敷
の
草

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
草

木
が
背
丈
よ
り
も
伸
び
て
お
り
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
中
は
た
く
さ
ん

汗
を
か
く
の
で
、
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け
て

こ
ま
め
に
休
憩
と
水
分
補
給
を
行
い
、
安
全

に
配
慮
し
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
大
山
小
学
校
３
年
生
の
児

童
５６
名
と
先
生
方
、
青
年
部
と
の
合
同
で
、

草
刈
り
が
完
了
し
た
同
じ
河
川
敷
で
ゴ
ミ
拾

い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
、
毛
虫
の
大

量
発
生
な
ど
に
よ
る
虫
刺
症
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
防
止
の
た
め
中
止
し
て
い
ま
し

た
が
、
６
年
ぶ
り
に
合
同
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
久
し
ぶ
り
の
ゴ
ミ
拾
い

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
頃
通
学
な

ど
で
目
に
し
て
い
る
身
近
な
川
が
綺
麗
に
な

り
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
我
々
も
久
し
ぶ
り
に
小
学
生
の

元
気
な
姿
が
見
ら
れ
て
童
心
に
帰
っ
た
よ
う

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
貢
献
委
員
会

副
委
員
長

菅
　 
健
太

山
形
県
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部
青
年
部
で

は
、
令
和
４
年
６
月
１４
日
に
﹃
山
形
県
ふ
る

さ
と
の
川 

愛
護
活
動
支
援
事
業
﹄
を
鶴
岡

市
友
江
町
内
の
大
山
川
で
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
国
道
１
１
２
号
の
高
館
橋
か
ら
上
流

河
川
愛
護
活
動

河
川
愛
護
活
動

　
　
　
　

事
業
報
告

　
　
　
　

事
業
報
告

令和4年度令和4年度
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毎
年
実
施
し
て
い
る
「
鶴
岡
公
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
を
令
和
４
年
７
月
２５
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
で
、
第
２０
回
目
と
な
る

青
年
部
と
し
て
も
長
く
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
で
す
。

鶴
岡
市
都
市
計
画
課
と
鶴
岡
市
支
部
青
年

地
域
貢
献
委
員
会

  

委
員
長

佐
藤
　 
直

部
に
て
打
合
せ
を
し
、
地
元
高
校
の
鶴
岡
工

業
高
校
、
鶴
岡
中
央
高
校
の
生
徒
と
鶴
岡
公

園
の
美
化
活
動
を
行
う
事
業
で
す
。

近
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ

り
、
高
校
生
と
の
合
同
で
の
活
動
が
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

前
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
の
動
き

も
で
て
き
て
、
高
校
生
と
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
年
部
２８
名
、
鶴
岡
工
業
高
校
、

鶴
岡
中
央
高
校
約
９０
名
、
鶴
岡
市
都
市
計
画

課
の
方
々
で
合
計
１
２
０
名
と
大
勢
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
数
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
内
容

も
多
く
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

菖
蒲
園
付
近
八
橋
四
阿
塗
装
、
参
道
石
畳

洗
浄
、
北
広
場
園
路
整
備
、
花
壇
・
参
道
除

草
、
こ
も
れ
び
広
場
洗
浄
、
菖
蒲
園
脇
池
浚

渫
の
６
項
目
で
す
。

各
作
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
青
年
部
２
~

４
名
、
高
校
生
１０
~
２０
名
に
分
か
れ
て
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と

行
っ
て
き
た
菖
蒲
園
脇
池
浚
渫
に
つ
い
て

は
、
重
機
も
使
用
し
て
の
作
業
な
の
で
、
安

全
面
を
考
え
て
、
青
年
部
員
だ
け
で
行
い
ま

し
た
。
各
作
業
と
も
に
青
年
部
員
と
高
校
生

が
話
を
し
な
が
ら
、
協
力
し
合
い
楽
し
く
活

動
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記

念
事
業
が
あ
る
な
ど
、
鶴
岡
を
訪
れ
る
人
も

多
く
な
り
ま
す
。

鶴
岡
の
代
表
的
な
公
園
の
鶴
岡
公
園
を
き

れ
い
に
し
て
、
迎
え
ら
れ
る
手
伝
い
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
各
自
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
水
分
補
給
、
休
憩
を
こ
ま

め
に
取
り
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
、
ケ
ガ
な

ど
も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
活
動
に
対
し
て
事
前
の
準
備
か
ら

当
日
の
ご
指
導
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
鶴
岡
市
都
市
計
画
課
の
職
員
の
方
々
は
じ

め
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鶴
岡
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

鶴
岡
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
業
報
告

事
業
報
告

令和4年度令和4年度
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令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
山
形
県
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部
青

年
部
の
「
高
校
生
現
場
見
学
会
」
を
９
月
９

日
に
催
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
山
形
県
立
鶴
岡
工
業
高
等
学

校
建
築
科
１
年
生
を
施
工
中
の
工
事
現
場
に

招
い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

山
形
県
立
鶴
岡
工
業
高
等
学
校
か
ら
建
築
科

１
年
生
の
生
徒
３６
名
・
引
率
教
員
２
名
、
青

年
部
か
ら
２１
名
が
参
加
し
て
合
計
５９
名
で
鶴

岡
建
設
㈱
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
鶴
岡

中
央
事
業
所
１
棟
改
築
工
事
・
㈱
佐
藤
工
務

の
︵
仮
称
︶
株
式
会
社
鶴
岡
ダ
イ
ハ
ツ
本
社

新
築
工
事
・
㈱
石
庄
建
設
の
宝
田
マ
ン
シ
ョ

ン
新
築
工
事
・
㈱
山
田
工
務
店
の
大
沢
地
区

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
２
工
区
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

本
事
業
の
目
的
は
、
将
来
、
土
木
・
建
築

等
の
職
業
に
携
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
勉
強

し
て
い
る
高
校
生
に
工
事
現
場
の
見
学
を
通

し
て
技
術
革
新
の
進
展
の
直
接
体
験
や
建
設

業
の
地
域
貢
献
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今
回
は
、
特
に
建

築
現
場
の
見
学
に
注
力
し
、
施
工
工
程
が
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
ま
し
た
。
見
学
会
終
了
後
に
記
入
し
て

も
ら
っ
た
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
基
礎

杭
打
設
作
業
↓
躯
体
作
業
↓
外
構
作
業
と
い

う
建
物
が
完
成
す
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
が

わ
か
っ
た
」「
高
所
で
作
業
し
て
い
る
姿
が

カ
ッ
コ
イ
イ
」「
本
や
教
科
書
と
ス
ケ
ー
ル

が
違
う
」「
構
造
物
を
支
え
る
杭
・
柱
の
偉

大
さ
が
わ
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
や
建
設
業
は
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
か
の
問
い
に
は
全
生
徒
が
「
そ

う
思
う
」
と
回
答
し
て
い
た
こ
と
か
ら
本
事

業
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「
進
路
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
回
答
し

た
生
徒
も
１
０
０
％
だ
っ
た
た
め
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す

し
、
今
後
も
現
場
見
学
会
を
継
続
し
て
い
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、
本
事
業
の
成
功
の

た
め
に
協
力
頂
い
た
山
形
県
立
鶴
岡
工
業
高

等
学
校
生
徒
・
教
職
員
の
皆
様
、
ご
多
忙
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら

現
場
に
受
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
企
業
・

現
場
担
当
者
の
皆
様
、
建
設
業
協
会
鶴
岡
支

部
の
役
員
・
部
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
画
政
策
委
員
会

  

委
員
長

佐
藤
　
勝
隆

高
校
生
現
場
見
学
会

高
校
生
現
場
見
学
会

事
業
報
告

事
業
報
告

令和4年度令和4年度
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アンケート結果について

1あなたの進路について

2 年 生

2建設業についてどんなイメージを持っていますか

建設業は、地域社会の発展
に貢献していると思います
か（回答数：37名）

建設業は、自分の能力を活
かすことのできる魅力的な
仕事だと思いますか
（回答数：37名）

3高校生現場見学会について

今回の高校生現場見学会
は進路の参考になりまし
たか（回答数：37名）

4建設会社に関する
情報として、どん
なことを知りたい
ですか

5現場見学会を終えての感想・要望
〔感想〕
• 自分と違う考えをきくことができて良かった
• 都会と田舎の違い、メリット、デメリットがわかった
• 高校生のうちに取れる資格は今のうちに取りたい
• 返事や挨拶などコミュニケーション能力が大切
だと思った
• 成果が目に見える、地図に残るとてもやりがいの
ある仕事だと感じた
• 設計・大工・職人等たくさんの職種があることが
わかった
• 光波を使用した測量実習が良かった
〔要望〕
• 自分の後輩たちにも体験して欲しい

就職ですか進学ですか
（回答数：37名）

就職は県内・県外
どちらを希望しますか
（回答数：28名）

どんな職業を
希望しますか
（回答数：28名）

1あなたの進路について

1 年 生

2建設業についてどんなイメージを持っていますか

建設業は、地域社会の発展
に貢献していると思います
か（回答数：34名）

建設業は、自分の能力を活
かすことのできる魅力的な
仕事だと思いますか
（回答数：34名）

3高校生現場見学会について

今回の高校生現場見学会
は進路の参考になりまし
たか（回答数：34名）

4建設会社に関する
情報として、どん
なことを知りたい
ですか

5現場見学会を終えての感想・要望
〔感想〕
• 普段は聞けないような話を聞くことができてよかった
• 鉄筋の型枠部分へ上ることができてとても貴重な経験ができた
• 未完成のマンションに入ったり骨組みに上ったりでき
て勉強になった
• 授業を受けるだけでは絶対に得られない経験ができた
• 大きな危険と隣り合わせで作業しなければならない
• みんなが使用するものなので責任を持ってやらなければいけない
• 質問に丁寧に答えてもらえてわからないことがわかった
• 建物ができるまでの一連の流れを知れた
• 規模の大きさに驚いた
• 将来の就職・進路にとても役立つ話が聞けた
〔要望〕
• 雨の音で説明を聞き逃した

就職ですか進学ですか
（回答数：34名）

就職は県内・県外
どちらを希望しますか
（回答数：14名）

どんな職業を
希望しますか
（回答数：14名）

就職
28名/75.7%
就職

28名/75.7%

進学
 8名/21.6%
進学

 8名/21.6%

未定
1名/2.7%
未定
1名/2.7%

県内
19名/67.9%
県内

19名/67.9%

県外
9名/32.1%
県外

9名/32.1%

建設業
18名/64.3%
建設業

18名/64.3%
建設業以外
3名/10.7%
建設業以外
3名/10.7%

公務員
6名/21.4%
公務員

6名/21.4%

その他
1名/3.6%
その他
1名/3.6%

そう思う
37名/100%
そう思う
37名/100%

そう思わない0名/0%そう思わない0名/0%

参考になった
100%

参考になった
100%

参考にならなかった 0名/0%参考にならなかった 0名/0%

そう思う
34名/91.9%
そう思う
34名/91.9%

そう思わない 3名/8.1%そう思わない 3名/8.1%

給与
31人
給与
31人

勤務時間
23人
勤務時間
23人 休日

25人
休日
25人

福利厚生
施設 16人
福利厚生
施設 16人

仕事の内容25人仕事の内容25人

仕事で必要な
資格 14人
仕事で必要な
資格 14人 その他1人その他1人

就職
14名/41.2%
就職

14名/41.2%
進学

 15名/44.1%
進学

 15名/44.1%

未定 5名 /14.7%未定 5名 /14.7%

県内
6名/42.9%
県内

6名/42.9%

県外
7名/50.0%
県外

7名/50.0%

無回答 1名/7.1%無回答 1名/7.1%

建設業
11名/78.6%
建設業

11名/78.6%建設業以外
0名/0.0%
建設業以外
0名/0.0%

公務員
2名/14.3%

公務員
2名/14.3%

その他
1名/7.1%
その他
1名/7.1%

そう思う
34名/100%
そう思う
34名/100%

そう思わない0名/0%そう思わない0名/0%

参考になった
34名/100%
参考になった
34名/100%

参考にならなかった 0名/0%参考にならなかった 0名/0%

そう思う
30名/88.2%
そう思う
30名/88.2%

そう思わない
3名/8.8%
そう思わない
3名/8.8%

無回答
1名/2.9%
無回答
1名/2.9%

仕事の
内容28人
仕事の
内容28人

勤務時間
21人
勤務時間
21人 仕事で

必要な
資格 26人

仕事で
必要な
資格 26人

休日18人休日18人

給与24人給与24人

福利厚生施設 
9人

福利厚生施設 
9人

その他2人その他2人
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展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
、
長
陽
大
橋
や
白
川
第
一

橋
梁
︵
南
阿
蘇
鉄
道
︶
な
ど
を
眼
下
に
望
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地
震
で
寸
断
さ
れ
て
い
た
熊
本
市
内
と
南
阿
蘇

村
と
を
結
ぶ
市
民
生
活
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
阿
蘇
へ
の
観
光
ル
ー
ト
で
も
あ
る
主
要
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
の
為
、
早
期
の
完
成
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
以
下
の
施
工
を
実
現
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

1�

施
工
現
場
は
急
峻
な
地
形
で
年
間
を
通
し
て
吹

き
渡
る
強
風
対
策
と
し
て
、
雨
風
の
影
響
を
受

け
に
く
く
、
急
斜
面
で
も
大
量
の
資
機
材
を
運

搬
で
き
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
両
岸
に
整
備
。
最

大
積
載
量
６０
ｔ
も
の
巨
大
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
設

置
に
よ
り
、
厳
し
い
条
件
下
で
の
安
全
か
つ
効

率
的
な
資
機
材
運
搬
を
実
現
。

2 

橋
脚
の
施
工
に
は
、
作
業
足
場
と
型
枠
を
一
体

化
さ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
油
圧
駆
動
装
置
で
上
昇

さ
せ
る
Ａ
Ｃ
Ｓ
セ
ル
フ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
工
法
を
採
用
。
従
来
工
法
に
く
ら
べ
て
、
足

場
の
増
設
や
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
型
枠
の
揚
重
作

業
が
削
減
で
き
た
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
施

工
は
も
と
よ
り
、
作
業
の
省
力
化
、
安
全
性
の

向
上
を
実
現
。

3 

橋
桁
の
片
持
ち
張
出
架
設
に
は
、
通
常
の
約
３

倍
の
容
量
︵
６
０
０
０
ｋ
Ｎ
・
ｍ
︹
キ
ロ
ニ
ュ
ー

ト
ン
・
メ
ー
ト
ル
︺︶
を
有
す
る
超
大
型
の
移
動

作
業
車
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
順
次
張
り

出
し
て
い
く
橋
桁
ブ
ロ
ッ
ク
を
大
型
化
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
実
現
。

4 

昼
夜
で
施
工
を
行
い
、
社
員
の
シ
フ
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
業
務
効
率
と
休
暇
取
得

を
両
立
。ま
た
働
き
方
改
革
に
注
力
し
な
が
ら
、

３
６
５
日
中
３
５
１
日
稼
働
を
実
現
。

こ
れ
ら
の
徹
底
し
た
合
理
化
施
工
と
多
彩
な

技
術
・
工
夫
に
よ
っ
て
、
標
準
工
期
に
比
べ
て

１
年
４
カ
月
短
縮
さ
れ
２
０
２
１
年
３
月
７
日

に
早
期
供
用
を
実
現
し
、
今
後
の
市
民
生
活
の

利
便
性
の
向
上
、
さ
ら
な
る
観
光
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

私
達
が
従
事
す
る
建
設
業
に
は
３
つ
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。「
暮
ら
し
を
創
る
」「
人
の
命
を
守
る
」

「
経
済
を
支
え
る
」
で
す
。

今
回
の
研
修
で
改
め
て
社
会
的
使
命
を
再
確
認

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
新
技
術
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
わ

る
技
術
研
修
に
際
し
、
委
員
会
を
通
じ
て
注
力
し

て
い
き
地
元
建
設

業
の
技
術
力
の
研

鑽
、
業
界
の
魅
力

発
信
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
支
部
長

を
は
じ
め
と
す
る

親
会
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
ご
支
援

を
頂
き
、
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
建
設
業
協
会
青
年
部
は
熊
本
県

に
あ
る
新
阿
曽
大
橋
の
研
修
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

新
阿
曽
大
橋
は
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
崩

落
し
た
阿
蘇
大
橋
に
代
わ
り
、
建
設
が
進
め
ら
れ

元
の
場
所
か
ら
６
０
０
ｍ
下
流
の
急
峻
な
峡
谷
に

国
道
５７
号
線
沿
い
の
南
阿
蘇
村
立
野
と
、
同
村

河
陽
を
つ
な
ぐ
全
長
５
２
５
ｍ
の
橋
が
架
橋
さ
れ

ま
し
た
。
複
数
の
橋
脚
と
上
部
の
橋
桁
を
一
体
化

さ
せ
、
大
口
径
深
礎
最
大
径
１６
ｍ
、
橋
脚
最
大

高
さ
９７
ｍ
、
最
大
支
間

長
１
６
５
ｍ
と
、
Ｐ
Ｃ

３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン

箱
桁
橋
と
し
て
は
国
内

有
数
の
規
模
を
誇
る
そ

う
で
す
。
特
に
地
震
な

ど
の
揺
れ
に
強
い
の
が

特
徴
で
、
歩
道
も
設
置

さ
れ
、
歩
い
て
渡
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
橋
の
た
も
と

に
は
展
望
所
も
あ
り
、

技
術
研
修
委
員
会

副
委
員
長

佐
藤
　
武
蔵

研
修
視
察
事
業
報
告

研
修
視
察
事
業
報
告

令和4年度令和4年度
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鶴
岡
市
、
公
益
財
団
法
人
庄
内
地
域
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
３
」
が
高
校
２
年
生
を
対
象
と
し
て
今

年
の
３
月
３
日
・
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
回
に
渡
る
開
催
で
鶴
岡
田
川
地
区
の
高
校
６

校
よ
り
計
１
３
７
名
の
生
徒
達
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
元
企
業
６
業
種
︵
介
護
福

祉
、
建
設
業
、
宿
泊
業
、
販
売
業
、
製
造
業
︶

に
よ
る
仕
事
の
講
話
を
行
い
、
地
元
企
業
に
対

す
る
就
職
志
向
の
向
上
に
つ
な
げ
る
事
業
で
も

あ
り
ま
す
。

建
設
業
協
会
青
年
部
か
ら
は
、「
建
設
の
し

ご
と
」
に
つ
い
て
講
話
し
て
き
ま
し
た
。「
建

設
の
し
ご
と
」
と
言
う
事
で
、
現
在
の
建
設
業

を
と
り
ま
く
状
況
と
し
て
担
い
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善

で
き
る
よ
う
に
と
建
設
業
の
魅
力
・
や
り
が
い

を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
建
設
の
仕
事
に
つ
い

て
は
「
街
を
つ
く
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る

仕
事
」
ま
た
、
そ
の
魅
力
と
し
て
「
同
じ
も
の

は
作
ら
な
い　

唯
一
無
二
の
物
を
お
客
様
に
提

供
す
る
こ
と
」
な
ど
我
々
建
設
の
仕
事
で
し
か

経
験
で
き
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共

に
、
建
設
の
仕
事
は
地
図
に
残
り
、
何
十
年
も

先
ま
で
地
域
の
皆
様
に
使
わ
れ
て
行
く
も
の
を

作
っ
て
い
く
魅
力
あ
る
仕
事
だ
と
伝
え
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
更
に
は
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た

時
は
一
早
く
現
場
へ
行
き
復
旧
作
業
を
行
う
事

な
ど
、
我
々
建
設
業
は
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
、
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
だ
と
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
「
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
」
を
通

じ
て
、
少
し
で
も
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
就
職

活
動
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
総
務
交
流
委
員
会
は
、
定
時
総

会
並
び
に
歓
送
迎
会
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
更

新
、
臨
時
総
会
、
新
年
会
と
い
っ
た
事
業
を

主
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
他
支
部
と
の
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
で
あ

る
酒
田
支
部
と
の
交
流
会
、
ま
た
水
辺
で
乾

杯
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
激
増

し
た
時
期
と
か
さ
な
り
、
中
止
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

定
時
総
会
に
お
い
て

は
予
算
及
び
事
業
内
容
に

つ
い
て
審
議
し
、
ま
た
歓

送
迎
会
で
は
３
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
す
と
と
も
に

４
名
の
新
入
部
員
を
迎
え

会
員
数
は
３１
社
と
な
り
青

年
部
組
織
が
さ
ら
に
増
強

さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
お
い
て
は
新
年
度
組
織
図
に

加
え
、
若
手
就
業
者
の
確
保
の
難
し
さ
や
高

齢
化
な
ど
を
考
慮
し
て
定
年
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
も
審
議
を
行
い
、
４７
歳
ま
で
青
年
部

活
動
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
年

会
も
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
ぬ
点
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
１
年
間
総
務
交
流

委
員
会
と
し
て
滞
り
な
く
活
動
を
行
え
た
の

も
、
部
長
は
じ
め
皆
様
方
の
指
導
の
お
か
げ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
交
流
委
員
会

  

委
員
長

榎
木
　
晴
紀

就
職
支
援
講
座

就
職
支
援
講
座

し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３

し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３

　

事
業
報
告

　

事
業
報
告

令和4年度令和4年度

総
務
交
流
委
員
会

総
務
交
流
委
員
会事業

報
告

事
業
報
告

令和4年度令和4年度

青
年
部

  

副
部
長

佐
藤
　
義
将
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青
年
部
が
設
立
し
て
３０
年
間
積
み
上
げ
て
き

た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鶴
岡
支
部
青
年
部
で
、

平
成
２２
年
４
月
に
入
部
以
来
１２
年
に
わ
た
り
、

沢
山
の
方
に
出
会
い
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
良
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。入
部
当
初
は
、地
元
鶴
岡
に
帰
っ

て
き
て
ま
だ
日
が
浅
か
っ
た
た
め
、
建
設
関
係

の
方
と
の
交
流
も
ほ
と
ん
ど
な
く
不
安
な
中
で

の
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
大
山
川
の
河
川
ア
ダ
プ
ト
、

鶴
岡
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
は
じ
め
青
年
部
員
と
一
緒
に
汗

を
か
き
な
が
ら
、
美
化
活
動
な
ど
に
取
り
組
む

交
流
の
中
で
、
皆
さ
ん
と
達
成
感
を
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
、
満
面
の
笑
み
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
で
、
入
部
し
て
良
か
っ
た
な
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。
ま
た
建
設
業
界
の
担
い
手
不

足
を
少
し
で
も
打
開
す
る
た
め
、
高
校
生
現
場

見
学
会
、
高
校
生
建
設
業
就
業
促
進
事
業
な
ど

を
毎
年
継
続
し
て
行
い
建
設
業
の
重
要
性
・
や

り
が
い
・
魅
力
を
高
校
生
と
和
気
あ
い
あ
い
と

交
流
出
来
た
事
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
は
青
年
部
１８
代
目
部
長
の
任

務
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
五
十
嵐
大
輔
前
部
長
が
２
年
間
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
万
全
に
し
な
が

ら
積
極
的
に
各
事
業
を
遂
行
す
る
姿
を
参
考
に

し
な
が
ら
令
和
４
年
度
事
業
と
し
て
、
大
山
小

学
校
３
年
生
５６
名
と
の
河
川
の
ゴ
ミ
拾
い
を
５

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
過
去
最
高
の
９０
名
の
学

生
と
青
年
部
２８
名
で
鶴
岡
公
園
美
化
活
動
を
無

事
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
前
の
行
事
と
同
等
の
運
営
で
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
全
青

年
部
員
が
一
丸
と
な
り
「
１
チ
ー
ム
」
で
や
り

遂
げ
た
結
果
で
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
役
部
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
通
し
て
建
設
業
の
「
魅
力
」「
重
要
性
」
を

余
す
こ
と
な
く
発
信
し
て
頂
き
、
地
域
に
根
差

し
た
社
会
貢
献
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！！

１２
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
に
青
年
部
に
入
り
５
年
間
青
年

部
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
方
に
優
し
く
接
し
て
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

途
中
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
騒
ぎ
が
あ
り
青
年

部
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、
特
に
歴
代
の
役
員
の

皆
様
方
は
、
世
の
中
の
状
況
が
こ
く
こ
く
と
変

わ
る
な
か
判
断
の
難
し
い
状
況
で
の
、
青
年
部

活
動
の
舵
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
皆
様
に
は
尊
敬
と
感
謝

の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

わ
た
く
し
自
身
は
あ
っ
と
い
う
間
の
５
年
間

で
し
た
が
、
今
ま
で
同
年
代
の
他
の
建
設
会
社

の
方
々
と
交
流
す
る
と
い
う
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
い
ろ
い
ろ
刺
激
を
受
け
て
と
て
も
い
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
、
青
年
部
の
皆
様
方
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
を
と
お
し
て
培
っ
た
知
識
・

経
験
を
活
か
し
て
、
今
後
と
も
建
設
業
界
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
鶴
岡

支
部
青
年
部
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
、
青

年
部
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
５
年

間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
が
入
部
し
た
の
は
３
年
前
、
世
の
中
が
未

曾
有
の
ウ
ィ
ル
ス
と
の
共
存
を
決
意
し
た
頃
で

し
た
。

青
年
部
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
継
続
し

て
き
た
年
間
行
事
や
活
動
を
ど
う
続
け
て
い
く

べ
き
か
手
探
り
で
向
き
合
う
事
と
な
り
、
活
動

内
容
の
精
査
や
節
目
と
な
る
３０
周
年
記
念
事
業

な
ど
方
針
を
見
出
す
役
員
の
皆
さ
ま
は
例
年
以

上
に
大
変
だ
っ
た
事
か
と
思
い
ま
す
。

入
部
す
る
前
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
「
仕
事
以

外
に
さ
せ
ら
れ
る
面
倒
く
さ
い
事
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
に
そ
の
活
動
を
通
じ
、

地
域
へ
の
思
い
や
、
こ
の
年
代
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
活
動
や
交
流
な
ど
か
ら
素
晴
ら
し
い
組
織

だ
な
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

こ
の
３
年
間
は
大
々
的
な
酒
席
な
ど
も
制
限
を

受
け
る
中
、
見
返
り
な
ど
無
く
と
も
活
動
し
て

い
く
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
昨
今
の
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
で

地
元
建
設
業
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
も
こ
こ
で
培
っ
た
地

域
を
思
う
心
や
人
と
の
繋
が
り
が
役
に
立
つ
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
３
年
間
だ
っ
た
た
め
、
心

残
り
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

青
年
部
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の
経
験
を
糧
に
し
て

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

短
い
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
よ
り
青
年
部
に
入
部
し
て
以

来
、
僅
か
３
年
間
と
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し
た

が
、こ
の
度
卒
業
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

入
部
当
初
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し
て

い
た
事
も
あ
り
、
様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
中
々
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
事
も

な
く
名
前
も
分
か
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
が
、
河
川
愛
護
活
動
や
高
校
生
建
設
工
事

見
学
会
・
高
校
生
建
設
就
業
促
進
事
業
・
鶴
岡

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
行
事
に
は
出
来

る
だ
け
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
で
き

ま
し
た
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
、

面
白
く
て
毎
回
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
渦
も
徐
々
に
解
消
さ

れ
、
青
年
部
の
活
動
が
今
ま
で
以
上
に
活
発
に

行
わ
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
を
通
じ
て
、
普
段
は
経
験
す

る
事
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
た
り
、
他
の
建
設

業
者
の
方
と
の
繋
が
り
が
出
来
た
事
が
一
番
の

財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
生
の
意

見
を
聞
い
た
り
、
工
事
現
場
見
学
で
は
土
木
の

橋
や
高
速
道
路
な
ど
建
築
工
事
で
は
中
々
見
る

事
が
な
い
仮
設
設
備
や
重
機
な
ど
が
あ
り
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、青
年
部
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
部
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

期
待
し
て
卒
業
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

３
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
山
田
工
務
店

山
田
　
和
博

卒
業
に
あ
た
り

㈱
伊
藤
組

吉
田
　
　
剛

卒
業
に
あ
た
り

㈱
佐
藤
組

渡
部
　
　
剛

活
動
を
振
り
返
っ
て

㈱
山
口
工
務
店

池
田
　
　
章

青
年
部
　
卒
業
の
言
葉



11

　

今
年
度
よ
り
、
山
形
県
建
設
業
協
会
鶴

岡
支
部
青
年
部
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
株

式
会
社
伊
藤
組
の
髙
梨
真
人
と
申
し
ま
す
。

　

弊
社
に
入
社
し
建
設
業
に
た
ず
さ
わ
り

２０
年
ほ
ど
経
過
し
ま
す
が
、
同
業
と
は
い

え
他
社
の
方
々
と
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
入
会
に
あ
た
り
不
安
で
あ
り
ま
し
た

が
、
先
日
行
わ
れ
た
定
時
総
会
で
は
皆
様

に
温
か
く
迎
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
過
去

の
広
報
誌
を
拝
見
し
、
同
僚
か
ら
も
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
地
元
高
校
生
と
の
交
流
等
、
様
々

な
活
動
を
通
し
地
域
貢
献
に
取
り
組
む
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
私
も
青

年
部
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
様
々

な
活
動
に
励
む
と
共
に
皆
様
と
の
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
り
ま
す
。

先
輩
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
し
、
建
設
技

術
や
建
設
業
等
に
つ
い
て
経
験
や
情
報
を

ご
教
示
頂
き
、
自
分
自
身
の
成
長
に
努
め

る
と
共
に
、
地
元
建
設
業
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部
青

年
部
に
入
部
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
株
式
会
社
佐
藤
組
の
小
野
寺
清
昭
と
申

し
ま
す
。

　

建
設
業
に
携
わ
り
２０
年
以
上
、
建
築
工

事
の
現
場
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
青
年

部
の
先
輩
方
に
は
現
場
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
、
学
校
時
代
の
先
輩
や
後
輩
、
同
級
生

も
お
り
、
ま
た
先
日
の
総
会
で
初
め
て
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
頂
い
た
方
も
お
り
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
や
交
流
会
を
通
じ
て
、
皆

様
と
の
親
睦
を
深
め
、
ま
た
今
ま
で
と
は

違
っ
た
分
野
か
ら
の
情
報
の
取
得
や
経
験

を
積
ま
せ
て
頂
き
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
青
年
部
と
し
て
の
活
動
に
支
障
が

あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

は
制
約
も
解
除
さ
れ
る
中
で
元
の
活
動
に

戻
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
貢
献
活
動

や
高
校
生
の
現
場
見
学
等
、
様
々
な
活
動

に
参
加
し
、
鶴
岡
地
区
の
建
設
業
の
発
展

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
頑
張
ら
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部
青

年
部
に
入
部
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
株
式
会
社
山
口
工
務
店
の
阿
部
寛
峰
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
以
来
、
主

に
建
築
工
事
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
２０

年
以
上
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
同
業
他
社
の
皆
様
と
交
流
で
き
る
機
会

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

青
年
部
で
活
動
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
部
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
し
て
建

築
工
事
に
限
ら
ず
自
分
の
知
ら
な
い
分
野

や
、
様
々
な
考
え
方
を
勉
強
し
、
自
分
自

身
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
と
楽
し
み

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
青
年
部
の
活
動
に
つ
い

て
日
頃
の
業
務
と
両
立
し
な
が
ら
ど
の
程

度
参
加
で
き
る
の
か
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
な
い
か
な
ど
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
活
動
に
参
加
し
、
親
睦
を

深
め
な
が
ら
青
年
部
活
動
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
ぬ
点
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
地

元
建
設
業
と
地
域
の
発
展
の
為
、
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
先
輩
の
皆

様
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
山
形
県
建
設
業
協
会
鶴
岡

支
部
青
年
部
に
入
部
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
㈱
山
田
工
務
店
の
長
南

広
之
と
申
し
ま
す
。

　

青
年
部
入
部
に
あ
た
っ
て
、
自
分
自
身

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

交
流
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
方
々
と
も
こ

れ
か
ら
の
活
動
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
の
定
時
総
会
に
参
加
し
、
地
域
と

の
交
流
を
通
し
て
若
者
の
人
員
確
保
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私

自
身
、
高
校
時
代
に
青
年
部
の
皆
様
と
一

緒
に
鶴
岡
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
共

に
行
い
、
そ
の
時
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
の
が
建
設
業
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
私
も
同
じ
よ
う
に
先
輩
た

ち
に
倣
い
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
が

建
設
業
に
興
味
を
持
ち
、
入
る
き
っ
か
け

を
つ
く
れ
る
よ
う
積
極
的
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
輩
方
皆
様
と
一
緒
に
建
設

業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
存
じ
ま
す
。

　

若
輩
者
の
た
め
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㈱
伊
藤
組髙

梨
　
真
人

青
年
部
入
部
の
言
葉

㈱
佐
藤
組

小
野
寺
　
清
昭

青
年
部
入
部
の
言
葉

㈱
山
口
工
務
店

阿
部
　
寛
峰

青
年
部
入
部
の
言
葉

㈱
山
田
工
務
店

長
南
　
広
之

青
年
部
入
部
の
言
葉
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本
工
事
は
、
鶴
岡
市
加
茂
地

　

本
工
事
は
、
鶴
岡
市
加
茂
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
物
移
転
し
た
工
事
に
な
り
ま

建
物
移
転
し
た
工
事
に
な
り
ま

す
。
建
設
場
所
は
、既
設
コ
ミ
ュ

す
。
建
設
場
所
は
、既
設
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
よ
り
高
舘
山

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
よ
り
高
舘
山

側
へ
移
動
と
な
り
、
鶴
岡
市
加

側
へ
移
動
と
な
り
、
鶴
岡
市
加

茂
水
族
館
第
二
駐
車
場
内
︵
旧

茂
水
族
館
第
二
駐
車
場
内
︵
旧

加
茂
中
学
校
跡
地
︶
で
す
。
地

加
茂
中
学
校
跡
地
︶
で
す
。
地

元
に
密
着
し
た
建
物
で
あ
り
尚

元
に
密
着
し
た
建
物
で
あ
り
尚

且
つ
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と

且
つ
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と

な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
施
設
環
境

な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
施
設
環
境

の
整
備
を
図
り
鶴
岡
市
様
が
発

の
整
備
を
図
り
鶴
岡
市
様
が
発

注
し
た
工
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
し
た
工
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
建
設
に
お
い
て

こ
の
度
の
建
設
に
お
い
て

は
、
加
茂
地
区
よ
り

は
、
加
茂
地
区
よ
り
３０３０
年
近
く

年
近
く

要
望
さ
れ
て
お
り
念
願
の
建
物

要
望
さ
れ
て
お
り
念
願
の
建
物

完
成
と
伺
い
ま
し
た
。

完
成
と
伺
い
ま
し
た
。

工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
:
地
上
１
階
建
て
、

リ
ー
ト
造
:
地
上
１
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
８
８
７
・
５
８
㎡
、

延
べ
床
面
積
８
８
７
・
５
８
㎡
、

最
高
高
さ
９
・
６
２
６
ｍ
の
建

最
高
高
さ
９
・
６
２
６
ｍ
の
建

物
で
す
。
事
務
室
・
研
修
室
・

物
で
す
。
事
務
室
・
研
修
室
・

会
議
室
・
調
理
実
習
室
・
交
流

会
議
室
・
調
理
実
習
室
・
交
流

ス
ペ
ー
ス
・
大
ホ
ー
ル
・
防
災

ス
ペ
ー
ス
・
大
ホ
ー
ル
・
防
災

資
機
材
庫
と
い
っ
た
平
面
レ
イ

資
機
材
庫
と
い
っ
た
平
面
レ
イ

ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外

ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外

装
は
屋
根
瓦
葺
、
外
壁
Ｒ
Ｃ
面

装
は
屋
根
瓦
葺
、
外
壁
Ｒ
Ｃ
面

塗
材
、
鶴
岡
地
場
産
木
材
の
木

塗
材
、
鶴
岡
地
場
産
木
材
の
木

羽
目
板
張
り
、
内
装
は
鋼
製
床

羽
目
板
張
り
、
内
装
は
鋼
製
床

組
＋
下
地
合
板
＋
カ
バ
無
垢
フ

組
＋
下
地
合
板
＋
カ
バ
無
垢
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
長
尺
塩
ビ
シ
ー

ロ
ー
リ
ン
グ
、
長
尺
塩
ビ
シ
ー

ト
、　

壁
木
胴
縁
＋
石
膏
ボ
ー

ト
、　

壁
木
胴
縁
＋
石
膏
ボ
ー

㈱ 佐藤工務
現場代理人

佐藤　大樹

佐藤工務・鈴木工務店
特定建設工事共同企業体

現現場場紹紹介介
鶴岡市
加茂コミュニティ防災センター

移転改築工事
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ド
下
地
＋
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
、
腰

ド
下
地
＋
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
、
腰

部
木
杉
羽
目
板
張
り
、
天
井

部
木
杉
羽
目
板
張
り
、
天
井

Ｌ
Ｇ
Ｓ
下
地
＋
化
粧
石
膏
ボ
ー

Ｌ
Ｇ
Ｓ
下
地
＋
化
粧
石
膏
ボ
ー

ド
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ド
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

工
期
は
令
和
３
年
７
月
７

工
期
は
令
和
３
年
７
月
７

日
~
令
和
４
年
７
月

日
~
令
和
４
年
７
月
２９２９
日
迄
の

日
迄
の

≒≒
１３１３
カ
月
間
の
工
事
で
し
た
。

カ
月
間
の
工
事
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、

衛
生
面
に
つ
い
て
も
現
場
環
境

衛
生
面
に
つ
い
て
も
現
場
環
境

へ
の
配
慮
も
必
要
と
し
た
時
期

へ
の
配
慮
も
必
要
と
し
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
現
場
は
、
平
屋
建
て
・
切

当
現
場
は
、
平
屋
建
て
・
切

妻
屋
根
形
状
の
設
計
で
し
た
。

妻
屋
根
形
状
の
設
計
で
し
た
。

勾
配
ス
ラ
ブ
付
躯
体
工
事
は
、

勾
配
ス
ラ
ブ
付
躯
体
工
事
は
、

鉄
筋
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

鉄
筋
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

工
、
型
枠
支
保
工
計
画
等
も
十

工
、
型
枠
支
保
工
計
画
等
も
十

分
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ス

分
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ス

タ
ー
工
程
を
決
め
る
に
あ
た
り

タ
ー
工
程
を
決
め
る
に
あ
た
り

躯
体
工
事
完
了
が
ク
リ
テ
ィ
カ

躯
体
工
事
完
了
が
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
に
な
る
と
考
え
、
工
程
計
画

ル
に
な
る
と
考
え
、
工
程
計
画

を
立
案
・
協
議
し
ま
し
た
。
冬

を
立
案
・
協
議
し
ま
し
た
。
冬

季
間
１
月
２
月
の
降
雪
、
０
℃

季
間
１
月
２
月
の
降
雪
、
０
℃

を
下
回
る
環
境
、
沿
岸
地
域
特

を
下
回
る
環
境
、
沿
岸
地
域
特

有
の
北
西
風
・
地
吹
雪
の
影
響

有
の
北
西
風
・
地
吹
雪
の
影
響

を
受
け
る
躯
体
工
事
は
大
変
難

を
受
け
る
躯
体
工
事
は
大
変
難

儀
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

儀
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。
冬
季
間
を
避
け
計
画
し
た

た
。
冬
季
間
を
避
け
計
画
し
た

期
間
は
５
カ
月
と
厳
し
い
現
状

期
間
は
５
カ
月
と
厳
し
い
現
状

で
し
た
。
ま
た
内
外
装
工
事
、

で
し
た
。
ま
た
内
外
装
工
事
、

別
途
電
気
設
備
・
機
械
設
備
工

別
途
電
気
設
備
・
機
械
設
備
工

事
と
の
関
連
も
考
慮
し
、
猶
予

事
と
の
関
連
も
考
慮
し
、
猶
予

あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、
令
和

あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、
令
和

３
年
８
月
~

３
年
８
月
~
１２１２
月
ま
で
躯
体
工

月
ま
で
躯
体
工

事
完
了
を
達
成
す
る
必
要
が
あ

事
完
了
を
達
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
鶴
岡
市
様
よ
り
工

り
ま
し
た
。
鶴
岡
市
様
よ
り
工

事
契
約
当
初
か
ら
４
週
８
休
の

事
契
約
当
初
か
ら
４
週
８
休
の

工
程
計
画
に
つ
い
て
可
能
か
打

工
程
計
画
に
つ
い
て
可
能
か
打

診
が
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
記

診
が
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。
躯
体
工
事
に

憶
し
て
い
ま
す
。
躯
体
工
事
に

お
い
て
実
施
し
た
結
果
は
、
概

お
い
て
実
施
し
た
結
果
は
、
概

ね
４
週
４
休
と
な
り
ま
し
た

ね
４
週
４
休
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
終
躯
体
コ
ン
打
設
完
成

が
、
最
終
躯
体
コ
ン
打
設
完
成

が
令
和
３
年

が
令
和
３
年
１２１２
月月
２４２４
日
と
す
る

日
と
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次
工
程

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次
工
程

に
移
行
す
る
整
備
期
間
・
Ｒ
Ｃ

に
移
行
す
る
整
備
期
間
・
Ｒ
Ｃ

躯
体
養
生
期
間
も
確
保
で
き
、

躯
体
養
生
期
間
も
確
保
で
き
、

且
つ
十
分
な
仕
上
施
工
期
間
を

且
つ
十
分
な
仕
上
施
工
期
間
を

取
る
こ
と
が
で
き
、
内
外
装
仕

取
る
こ
と
が
で
き
、
内
外
装
仕

上
げ
工
事
に
お
い
て
は
４
週
８

上
げ
工
事
に
お
い
て
は
４
週
８

休
の
工
程
計
画
が
可
能
と
な
り

休
の
工
程
計
画
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

以
上
の
通
り
、
躯
体
工
事
で

以
上
の
通
り
、
躯
体
工
事
で

の
施
工
期
間
と
現
場
休
業
体
制

の
施
工
期
間
と
現
場
休
業
体
制

に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ご

に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

工
事
期
間
中
に
は
、
地
元
加

工
事
期
間
中
に
は
、
地
元
加

茂
地
区
の
「
り
っ
し
ょ
う
こ
ど

茂
地
区
の
「
り
っ
し
ょ
う
こ
ど

も
園
」
園
児
の
現
場
見
学
会
や
、

も
園
」
園
児
の
現
場
見
学
会
や
、

山
形
県
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部

山
形
県
建
設
業
協
会
鶴
岡
支
部

青
年
部
主
催
の
高
校
生
見
学
会

青
年
部
主
催
の
高
校
生
見
学
会

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
加
茂
地
区
自
治
振
興

鶴
岡
市
加
茂
地
区
自
治
振
興

会
の
ご
担
当
者
か
ら
は
完
成
引

会
の
ご
担
当
者
か
ら
は
完
成
引

渡
し
後
に
、
多
方
面
で
の
建
物

渡
し
後
に
、
多
方
面
で
の
建
物

活
用
が
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

活
用
が
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

お
り
ま
す
。
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
基
点
と

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
基
点
と

し
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
た
こ

し
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
た
こ

と
は
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り

と
は
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

最
後
に
、
当
工
事
は
無
事
故
・

最
後
に
、
当
工
事
は
無
事
故
・

無
災
害
を
達
成
し
竣
工
を
迎
え

無
災
害
を
達
成
し
竣
工
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
、
工
事
関
係
者
・

る
こ
と
が
出
来
、
工
事
関
係
者
・

施
工
協
力
業
者
の
皆
様
よ
り
御

施
工
協
力
業
者
の
皆
様
よ
り
御

協
力
を
賜
り
、
大
変
感
謝
致
し

協
力
を
賜
り
、
大
変
感
謝
致
し

ま
す
。

ま
す
。
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㈱

浅

賀

建

設

有

賀

建

設

㈱

㈱

安

藤

建

設

㈱
伊

　
　藤

　
　組

㈱

王

祇

建

設

小
野
寺
建
設
㈱

笠
原
建
設
工
業
㈱

㈱
狩
川
佐
藤
組

㈱

工

藤

建

設

佐

竹

建

設

㈱

㈱
佐

　
　藤

　
　組

佐

藤

建

設

㈱

㈱

佐

藤

工

務

㈱
菅

　
　興

　
　業

菅

睦

建

設

㈱

㈱
菅
原
工
務
店

㈱
鈴
木
工
務
店

㈱

誠

朋

建

設

㈱

石

庄

建

設

㈱
大

　
　
　
　
　栄

田
川
砂
利
工
業
㈱

鶴

岡

建

設

㈱

十
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社

監　事

㈱ナカムラ

栗本　　司
㈱誠朋建設

相馬　雄祐

㈱山田工務店

長南　広之
小野寺建設㈱

小野寺克将

㈱石庄建設

佐藤　吉史
有賀建設㈱

河野　浩生

㈱佐藤組

小野寺清昭
㈱大栄

佐藤　安光
㈱マルゴ

渡部　　諒
㈱伊藤組

髙梨　真人

鶴岡建設㈱

渡部　　修
㈱狩川佐藤組

田中　　実
㈱工藤建設

上林　広伸
笠原建設工業㈱

矢口　利彦

㈱安藤建設

板垣敬一郎
十和建設㈱

菅原　　元

高校生現場見学会
高校生建設業就業促進事業
しごとセミナー

河川愛護活動
鶴岡公園ボランティア
水土里ネットいなば

広報誌「かわら版」発行
研修視察
県連絡協議会の対応
技術フォーラムの支援

定時総会・歓送迎会
酒田支部との交流会
臨時総会・新年会
ＷＥＢページの管理、更新

㈲日本海重機建設

委 員 長　佐藤　勝隆

㈱王祇建設

副委員長　斎藤　直樹

企 画 政 策 委 員 会

㈱三浦土建

委 員 長　佐藤　　直

㈱菅興業

副委員長　菅　　健太

地 域 貢 献 委 員 会

菅睦建設㈱

委 員 長　安藤　将士

㈱浅賀建設

副委員長　浅賀　大輝

技 術 研 修 委 員 会

佐竹建設㈱

委 員 長　榎木　晴紀

㈱菅原工務店

副委員長　佐藤　潤一

総 務 交 流 委 員 会

政策グループ
副　部　長

佐藤建設㈱

佐藤　義将

研修グループ
副　部　長

㈱佐藤工務

佐藤　友介

県青年部連絡協議会

㈱土岐工務店

土岐　正行

㈱土岐工務店

役員　土岐　正行

佐藤建設㈱

佐藤　義将

㈱佐藤工務

佐藤　友介

㈱王祇建設

斎藤　直樹

㈲日本海重機建設

佐藤　勝隆

（企画政策委員会）
会計の統括・予算管理
役員会の開催
事務全般

㈱鈴木工務店

事務局長　阿部　和弥

事　務　局

佐竹建設㈱

　　補佐　榎木　晴紀

鶴岡建設㈱

支部長　五十嵐久廣

顧　　問

田川砂利工業㈱

佐藤　武蔵

部　長

㈱山口工務店

阿部　寛峰
㈱丸元建設

佐々木純一


